
■例会場：ホテルマリンパレスさぬき 

  高松市福岡町 2丁目 3-4 

■例会日：毎週木曜日 PM6：30 より 

■事務局：Ｅ-mail : t.green.rc@gmail.com 

■URL：http：//tgrc.jp 

  会長：平田 真由美  幹事：太田 貴道 

 

 

       

・なし 

●会員数  ： 41名  ●出席基準数 ： 39名 

●出席者数 ： 23名  ●欠席者数   ： 16名 

●出席率  ： 58.97%  ●ビジター   ： 1名 

6月 8日 最終出席率 75.68％ → 80.25％ 

最終欠席者名 ： 筧・三好・奥村・澤田・関谷・十河 

□ プログラム委員会より 

 

第 1385 回 例会報告 ６月 29 日 

日 

 
今週プログラム  ● 6 月 29 日（1385 回） 
            クラブ協議会 会長・幹事 理事・役員離任挨拶 
次週プログラム  ● 7 月 6 日（1386 回） 
        クラブ協議会 会長・幹事・各理事 就任挨拶 友翠会 
先週プログラム  ● 6 月 22 日（1384 回） 
           客話 

我がクラブの強みを考え、何ができるか想像し、そして次につなごう 

□ 6/15 出席報告 

発行日 

2023 年 6 月 29 日 

≪ 7月度例会 スケジュール ≫ 

＊07/06 1387回  クラブ協議会 会長・幹事・各理事 就任挨拶 友翠会 

＊07/13 1388回  クラブ協議会 SAA・各委員長 委員会活動計画発表 

＊07/20 1389回  移動例会 親睦委員会 家族例会 

＊07/27 1390回  卓話 平田直前会長 

・本年 1 年大変お世話になりました。/槙塚正福ガバナー補佐 

・欠席が多くてごめんなさい。/福島 

・サプライズ動画、ありがとうございました。/筧 

・誕生日祝い有難ございます。/塩田 

□ 幹事報告 

 

・地区大会の参加の御礼が届いています。 

・丸亀ロータリークラブ創立 60周年記念式典の出席の御礼、 

記念写真が届いています。 

・6 月 29 日（木） 観音寺 RC 

□ 休会 

 

 NO． 

1385 
 

2022－202３年度 

国際ロータリーのテーマ 

□ ニコニコ 

 

2022－2023 年度 国際ロータリー第 2670 地区 

高松グリーンロータリークラブ 

□ 臨時例会変更 

〇6 月 27 日（火） 高松東 RC は、6 月 27 日（火）18：30「リーガホテルゼスト高松」に変更 
〇6 月 27 日（火） 高松中央 RC は、6 月 27 日 18：30「高松国際ホテル」に変更 
〇6 月 27 日（火） 坂出 RC は、6 月 27 日（火）18：30「食道園・夜間例会（納会）」に変更 
〇6 月 27 日（火） 丸亀東 RC は、6 月 27 日（火）19：00「中津万象園懐風亭・納会＆岡山後楽園 RC との夜間親睦例会」に変更   
〇6 月 27 日（火） 観音寺東 RC は、6 月 27 日（火）18：30「観音寺グランドホテル」に変更 
〇6 月 28 日（水） 高松南 RC は、6 月 28 日（水）18：30「JR ホテルクレメント高松・最終夜間例会」に変更 
〇6 月 28 日（水） 坂出東 RC は、6 月 28 日（水）18：30「坂出グランドホテル・会長幹事慰労会（夜間例会）」に」変更 
〇6 月 28 日（水） 善通寺 RC は、6 月 30 日（土）18：30「魚七・最終夜間例会」に変更 
〇6 月 29 日（木） 丸亀 RC は、6 月 29 日（木）18：30「オークラホテル丸亀・夜間例会納会」に変更 
〇6 月 30 日（金） 高松西 RC は、6 月 30 日（金）18：30「JR ホテルクレメント高松・新旧会長幹事慰労激励会」に変更 
〇6 月 30 日（金） さぬき RC は、7 月 1 日（土）18：00「トレスタ白山・慰労会」に変更 
〇6 月 30 日（金） 小豆島 RC は、6 月 30 日（金）18：00「通常例会場」に変更 

□ 6/27 現在 メイクアップ 

 

□ ビジター 

 

・高松東 RC 槙塚正富ガバナー補佐 様 



 

□ 会長挨拶 

今日配布の週報が今期最後の週報になります。 

会長として最後のご挨拶をさせていただきます。 

振り返れば、2年前の指名委員会にて、「30周年は全面協力するから」と説得され、「神輿に乗るだけ

でいいなら…」とうなずいてしまったその時から、全てが始まりました。 

本当に私でいいのか、グリーンの恥にならないのか、みんなの足を引っ張ることにならないのか…と

何度も何度も自問自答したのが、昨日のことのようです。 

今日の例会で任務が解かれますが、会長としての責任を全うすることができたかどうかいまだに答え

がでません。ただはっきりと言えることは、皆様に支えられて今日を迎えることが出来たということで

す。 

例会の開会点鐘で前に立った時、会場を見渡せば、必ず皆様の温かいまなざしがありました。もしか

したら、心配されていたまなざしだったのかもわかりませんが。私には「がんばれ！」といってくれて

いるように思えました。そして毎回勇気をくれました。 

ふりかえれば、色々なことがありました。急に事務局が辞めることになり、中條さんが引き受けてく

れるまで紆余曲折ありましたし、事務局の住所地がなかなか決まらず、どうしようかと思い悩んでいま

したが、八田会員の協力のおかげで今はすっかり落ち着いて、まるで遠い昔の出来事のようです。 

課題であった会員増員に関しても、皆様の日ごろの努力の成果が一斉に実り、5名の新入会員を迎え

ることができました。 

メインテーマの 30 周年記念式典。その日までの道のりは、皆様で造った「筧号」の船に私は乗って

いただけで、目的地にたどり着くことができました。筧実行委員長、横井副実行委員長、伊藤副実行委

員長の指揮のもと各委員長率いる実行部隊は素晴らしい行動力で着々と事業を進めてくれました。 

最高に盛り上がったのは、やはり「アサギマダラ飛来」の実現です。まさしく夢のようでした。すべ

てがシナリオ通りに進んでいるようにさえ思えました。 

汗を流しての花壇造り事業、汗を流してのアフターサポート事業、どれも高松グリーンのモットーを

目の当たりにした事業でした。忘れてはならない継続事業の「命の授業」は揺るぎない当クラブの柱と

なっています。 

「ここぞ」というときの瞬発力は、高松グリーンが発足された当初から脈々と引き継がれていること

を確信いたしました。 

また、佐藤直前会長が苦心して実現した「グリーンのジャケット」が 30 周年の式典で一役買ってく

れています。素晴らしく統一感が出ています。写真をみれば一目瞭然です。 

 

最後に、こんな私に高松グリーンロータリー30 周年の会長という大役を授けて頂いた皆様に心から

感謝いたします。この経験は私の生涯の宝のひとつとなりました。 

1年間本当にありがとうございました。          



 

 

誕生例会 

客話 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ補助金奨学生 松本氏 
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